
「
か
ま
く
ら
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
現
在
の
横
手

市
で
の
雪
洞
の
形
を
し
た
「
か
ま
く
ら
」
を
思
い
描
き

が
ち
で
す
が
、
当
館
企
画
展
で
の
展
示
史
料
「
風
俗
問
状

答

」（
混
架
七－

五
七
六－

三
）
か
ら
み
る
カ
マ
ク
ラ

3
は
随
分
と
様
相
が
違
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
流
れ
を
汲

む
行
事
は
、
現
在
も
角
館
の
火
振
り
か
ま
く
ら
や
六
郷

の
カ
マ
ク
ラ
行
事
な
ど
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
カ
マ
ク
ラ
に
つ
い
て
、
関

連
史
料
と
と
も
に
当
時
の
生
活
の
中
で
の
カ
マ
ク
ラ
の

状
況
と
周
辺
事
情
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
風
俗
問
状
答

」（
混
架
七－

五
七
六－

一
）
で
は
、

1

「
雪
に
て
四
壁
を
造
り
、

・
・
・
茅
を
積
み
、
門
松

・
飾
藁
な
ん
ど
を
積
み

て
、・
・
・
火
き
り
て
焚

付
る
也
。・
・
・
四
壁
に

立
た
る
米
の
俵
、
結
付
し

標
を
引
き
ぬ
き

、〱
火

を
移
し
て
振
ま
ハ
る
。
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
様
子
は
「
風
俗
問

状
答

」
の
二
つ
の
図

3

「風俗問状答 3」より

の
と
お
り
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
家
の

門
の
前
で
火
の
付
い
た
米

俵
を
振
り
回
し
て
い
る
火

祭
り
行
事
で
あ
る
た
め
、

非
常
に
危
険
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
に
対
し
て
、
藩

で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

次
の
史
料
は
「
町
触
控

」（
Ａ
三
一
七－

五
七－

二
三
）
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の
文
化
六
年(

一
八
〇
九)

正
月
九
日
の
御
触
で
す
。
こ

の
年
は
雪
不
足
の
た
め
、「
鎌
倉
祝
儀
」
は
「
御
城
下
雪

薄
に
付
」「
停
止
せ
ら
れ
候
」
と
御
触
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

町
触
控
に
記
録
さ
れ
て
い
る
雪
不
足
で
の
カ
マ
ク
ラ
禁

止
は
、
約
百
年
の
内
で
十
四
例
あ
り
ま
す
。
（
町
触
控
は

明
和
七
年(

一
七
七
〇)

か
ら
明
治
二
年(

一
八
六
九)

ま

で
の
記
録
。）
そ
の
う
ち
、
文
化
文
政
年
間
の
二
十
五
年

間
に
十
例
と
集
中
し
て
い
ま
す
。
暖
冬
だ
っ
た
の
か
、

禁
止
を
強
化
し
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「風俗問状答 3」より

町
触
控
の
記
録
が
あ
る
明
和
七
年
以
前
に
も
同
様
の

例
が
あ
り
、
「
岡
本
元
朝
日
記
十
六
」
（
混
架
七－

三
八

〇－

十
六
）
の
元
禄
十
六
年(

一
七
〇
三)

正
月
十
四
日

の
記
事
に
、
カ
マ
ク
ラ
行
事
と
結
び
つ
い
て
い
た
鳥
追

行
事
が
、
雪
不
足
の
た
め
に
内
町
・
外
町
と
も
に
禁
止

に
な
っ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
慶
応
年
間

に
書
か
れ
た
「
出
羽
の
道
わ
け

」
（
混
架
七－

三
五
五

6

－

六
）
の
カ
マ
ク
ラ
の
記
事
に
も
「
雪
薄
き
時
は
行
ず
」

と
あ
る
の
で
、
年
代
を
問
わ
ず
雪
不
足
の
際
の
禁
止
に

対
し
て
は
意
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

前
述
の
元
朝
日
記
に
は
「
内
町
・
外
町
と
も
に
」
と

あ
り
ま
し
た
が
、
文
化
十
一
年
頃
の
「
風
俗
問
状
答

」
1

に
は
、
「
是
は
廓
内
侍
町
（
内
町
）
の
体
に
て
候
。廓
外
の

町
々
（
外
町
）
に
も
候
へ
し
が
、家
居
建
こ
み
て
火
の
災
を
お

そ
れ
て
や
、今
は
た
ま

〱
に
て
候
。
」
と
あ
り
、
家
が
密

集
し
て
い
た
町
人
町
で
あ
る
外
町
で
は
、
火
災
を
恐
れ

て
「
今
は
た
ま

〱
に
て
候
」
と
記
し
て
お
り
、
年
代

を
追
う
ご
と
に
外
町
で
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
事
が
わ

か
り
ま
す
。
内
町
で
行
う
こ
と
も
十
分
危
険
を
伴
う
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
雪
不
足
の
時
に
は
藩

か
ら
御
触
を
出
し
て
禁
止
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
カ
マ
ク
ラ
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

町
触
控
に
は
、
日
常
の
生
活
や
行
事
の
禁
止
に
関
わ
る

も
の
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。「
花
火
」「
内
町
で
の
盆
踊
り
」

「
夜
の
角
力
」
「
菖
蒲
打
ち
で
門
戸
を
打
ち
叩
く
」
な
ど

す
も
う

で
す
。
ま
た
、
御
城
の
御
堀
で
の
「
魚
釣
り
」「
水
遊
び
」

「
塵
芥
捨
て
」
「
洗
濯
」
な
ど
も
あ
り
、
権
威
の
象
徴
と

も
い
え
る
御
城
周
辺
で
の
人
々
の
行
動
が
う
か
が
え
ま

す
。
御
触
を
見
る
こ
と
で
当
時
の
人
々
の
生
活
ぶ
り
が

わ
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
一
関
修
二
】
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企
画
展
（
後
期
）
「
所
蔵
資
料
に
み
る
秋
田
の
行
事
と
く
ら

し
」
を
当
館
二
階
特
別
展
示
室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
十
二
月

一
日
（
火
）
ま
で
の
開
催
で
す
。
入
場
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

カ
マ
ク
ラ
か
ら
み
る

江
戸
時
代
の
生
活
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安
政
年
代
に
書
か
れ
た
冊
子
（
横
半
帳
）
に
「
御
暇

式
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
目
次
に
は
社
参
御
暇
式
を
は

じ
め
入
湯
御
暇
式
、
看
病
御
暇
式
な
ど
が
載
せ
ら
れ
、

最
後
に
百
姓
町
人
御
暇
式
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
二
十
一

項
目
の
御
暇
式
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

御
暇
式
は
、
い
ろ
い
ろ
な
休
暇
を
得
る
た
め
の
規
則
、

と
で
も
言
え
る
も
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
は
休
暇
の
申

請
の
方
法
や
日
数
な
ど
も
定
め
ら
れ
、
身
分
や
役
職
に

よ
っ
て
、
休
暇
願
の
申
し
立
て
先
や
形
式
が
細
か
に
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
多
く
の
前
例
も
書
か
れ
て
お

り
、
参
考
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

御
暇
式
の
中
の
御
暇
定
例
式
で
は
、
一
般
に
領
内
の

休
暇
は
三
十
日
限
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
帰
り
で

の
所
用
は
、
そ
の
場
所
の
遠
近
に
関
わ
り
な
く
申
し
立

て
は
不
要
で
す
。
休
暇
願
は
三
日
前
ま
で
に
申
し
立
て

る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
く
つ
か
の
御
暇
式
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

社
参
御
暇
式

社
参
休
暇
に
は
次
の
十
三
社
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

保
呂
羽
山(

八
沢
木)

御
嶽
山(

横
手)

高
岳
山(

五
十

目)

八
幡(

杉
宮)

八
幡(

金
沢)

愛
宕(

院
内)

熊
野(

六
郷)

古
四
王(

寺
内)

真
山
・
本
山(

男
鹿)

天
神(

北
野)

観
音(

藤
倉)

天
王(

船
越)

八
幡(

若

宮
・
近
年
の
指
定)

、
そ
の
ほ
か
で
は
知
行
所
の
鎮
守
。

こ
れ
ら
の
神
社
へ
の
参
詣
の
休
暇
は
認
め
ら
れ
て
お
り
、

父
と
子
の
同
道
も
許
さ
れ
ま
す
。

入
湯
御
暇
式

入
湯
休
暇
で
は
、
今
で
は
よ
く
分
ら
な
い
場
所
も
あ

り
ま
す
が
、
次
の
温
泉
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

秋
田
郡

大
滝

湯
本

浅
見
内

湯
沢

大
か
ら

小
安
沢

道
川

山
本
郡

湯
ノ
沢

高
寺
沢

仙
北
郡

生
保
内

玉
川

黒
湯
ノ
台

雄
勝
郡

湯
ノ
沢

院
内
湯
ノ
台

高
松
泥
之
湯

小
安

川
原
毛

入
湯
休
暇
を
終
え
た
後
、
二
三
ケ
月
も
経
過
し
な
い

う
ち
に
、
ま
た
ま
た
同
様
の
申
請
を
し
て
も
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
長
病
な
ど
の
理
由
が
あ
る
者
は
吟
味
の
上

で
許
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
父
子
同
道
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

勤
学
御
暇
式
附
而
稽
古
御
暇
之
類

諸
士
が
自
分
の
費
用
で
、
三
都
（
京
・
大
坂
・
江
戸
）

で
の
学
問
の
た
め
に
休
暇
を
申
請
を
し
た
場
合
は
、
吟

味
の
上
で
一
年
の
休
暇
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
追
加
の
休

暇
の
希
望
に
つ
い
て
は
、
精
勤
ぶ
り
を
調
査
の
上
で
三

「
看
病
御
暇
式
」
の
は
じ
め
の
部
分

年
の
延
長
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
間
は
、
一
年
に
二
人
御

扶
持
と
金
五
両
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
諸
士
が
自
費
で
江
戸
に
て
武
芸
の
稽
古
を
す
る

休
暇
は
、
追
加
の
休
暇
も
学
問
の
休
暇
と
同
様
に
認
め

ら
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
御
医
者
・
御
茶
道
・
御
馬
乗
・

御
馬
医
・
御
絵
師
・
御
塗
師
・
御
大
工
な
ど
の
人
々
も
、

京
あ
る
い
は
江
戸
で
の
学
問
や
稽
古
の
休
暇
が
認
め
ら

れ
、
多
少
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
御
扶
持
や
合
力
金

も
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

さ
ら
に
、
知
行
所
・
親
類
用
事
・
鎮
守
祭
礼
・
法
事

・
普
請
・
御
医
者
遠
方
の
治
療
な
ど
の
御
暇
式
。
面
白

い
と
こ
ろ
で
は
失
踪
者
を
尋
ね
る
御
暇
式
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
行
方
不
明
の
母
・
妻
や
家
内
の
者
・
父
を
探
す

場
合
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
条
件
が
付
け
ら
れ
た
上

で
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
も
う
一
つ
、
親
の
仇
を

探
す
た
め
の
休
暇
も
付
け
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
宛

行
を
召
し
上
げ
ら
れ
た
上
で
許
さ
れ
て
い
ま
す
。

百
姓
町
人
御
暇
式

百
姓
が
伊
勢
参
宮
や
他
領
の
神
社
仏
閣
へ
参
詣
す
る

時
は
、
家
頭
は
年
令
が
五
十
歳
以
上
で
、
大
き
な
村
で

は
十
五
人
、
小
さ
い
村
は
一
人
か
二
人
と
し
、
日
数
は

九
十
日
を
限
度
と
し
て
、
支
配
の
者
よ
り
出
国
の
申
渡

し
を
受
け
ま
す
。

町
人
は
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
商
用
あ
る
い
は
家
業
に

つ
い
て
の
申
請
で
、
出
国
は
吟
味
の
上
で
申
し
渡
さ
れ

ま
す
。

以
上
、
当
時
の
お
お
ら
か
な
中
に
も
厳
し
さ
が
見
受

け
ら
れ
る
、
御
暇
式
の
一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
。

【
藤
田
誠
治
】

「

御
暇
式

」
か
ら

お
い
と
ま
し
き

（
郷
土
資
料

Ａ
３
１
７
ー
９
２
）


